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1．はじめに 

昨今の建設現場では，レーザやカメラの技術革新に伴

い，大量の点群データ（以下，「点群」とする．）が取得さ

れている．点群は，経緯度，反射強度や RGBを持つ膨大

な点の集合体である．しかし，各点は意味を持たない．そ

のため，各点に国土空間上の道路地物（以下，「地物」と

する．）の意味を与え，地物単位に構造化した点群（プロ

ダクトモデル）を構築できれば 1)，地物の経年変化や変状

把握等の用途展開が期待できる． 

この一方策として，著者ら 2)は，自動運転の用途で整備

が進むダイナミックマップで定義される地物の座標列か

ら属性管理仕様 3)で定められる領域データを自動生成し，

点群から地物を抽出する手法を提案してきた．しかし，

自動車専用道路等の高規格道路に位置する地物の有用性

は確認できたが，一般道路では検証できていない．ダイ

ナミックマップは，一般道路も対象に整備が進められる

見通しとなっている 4)．このため，一般道路のダイナミッ

クマップに考案手法を適用できれば，点群データのプロ

ダクトモデル化の促進に繋がることが期待できる． 

以上より，本研究の目的は，一般道路のダイナミック

マップを用いた地物の抽出可否の検証とする． 

2．研究概要 
本研究では，一般道路のダイナミックマップから自動

生成した領域データを用いて，点群から地物を抽出する．

具体的には，属性管理仕様 3)にて定められる 3 次元空間

の領域指定により，地物を抽出する．そして，抽出精度を

算出し，考案手法の有用性を検証する． 

地物の抽出手順を図-1 に示す．まず，ダイナミックマ

ップに定義される地物の座標列を面データに変換する．

次に，面データを鉛直方向に押し出す．ダイナミックマ

ップは衛星を 5 基以上捕捉する区間で地図情報レベル

500 5)を保持するため，押し出し量は地図の許容誤差であ

る 0.25m に設定する．最後に，領域データを MMS の点

群に重畳し，地物を抽出する． 

3．実証実験 
（1）実験概要 
実験区間は，G空間情報センター6)で点群が公開されて

いる静岡県沼津駅前とした．抽出対象の地物は，規制標

示や矢印灯とした． 
（2）抽出結果 
地物の抽出結果を表-1に示す．表-1より，路面上にペ

イントされた規制標示と信号機に付随する矢印灯の点群

を領域データで内包できた．さらに，領域データで内包

した点群を適切に抽出できた．一方，規制標示の抽出結

果には，車道の点群も含まれる．この一因として，抽出範

囲が領域データ内のすべての点群であることが挙げられ

る．そのため，路面上のペイントを抽出する場合，反射強

度で閾値を設ける必要がある． 

（3）精度検証 
本検証では，手動で抽出した地物の点群が自動で抽出

した地物の点群に含まれる割合で精度を評価する．具体

的には，手動抽出した点群を正解とし，自動抽出した点

群の正解との一致率を算出した．表-2 に抽出精度の検証

結果を示す．規制標示や矢印灯の点群の一致率が平均

 

図-1 地物の抽出手順 
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99.4%であることから，対象地物を高精度に抽出できた．

加えて，一致率が高いほど領域データと点群との位置関

係が一致しているといえる．以上より，規制標示や矢印

灯の抽出可否を明らかにした． 

4．おわりに 

本研究は，一般道路のダイナミックマップから自動生

成した領域データを用いて，点群から規制標示や矢印灯

を抽出した．加えて，点群を地物単位に構造化できた． 

今後の課題は，反射強度による閾値を設け，領域デー

タ内に存在する抽出対象外の点群の除去が挙げられる． 
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表-1 実験結果 

 
 

表-2 抽出精度の検証結果 

 

地物 地物画像 自動抽出 手動抽出

規
制
標
示

矢
印
灯

地物の座標

出典画像：Google Earth

出典画像：Google Earth

地物の座標

領域データ 1.00m

矢印灯1 矢印灯2

0.50m

領域データ

矢印灯1 矢印灯2

0.50m

領域データ

1.00m領域データ

抽出対象の地物 ①自動抽出の点群数[点] ②手動抽出の点群数[点]
③自動及び手動抽出で
一致した点群数[点]

一致率（③÷②）[％]

規制標示 784,093 128,452 128,452 100.0
矢印灯1 9,491 9,560 9,485 99.2
矢印灯2 8,656 8,722 8,643 99.1

99.4一致率の平均
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